
バ
ル
ザ
ツ
ク
研
究
の
方
向
を
も
ミ
め
て

田
　
　
゜
村
　
　
　
　
傲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ

　
「
フ
ラ
ン
ス
文
学
で
ス
キ
ー
が
始
め
て
登
場
す
る
の
は
ど
ん
な
作
品
か
知
つ
　
　
う
に
略
称
す
る
）
は
、
最
近
の
諸
研
究
、
た
と
え
ば
ピ
ー
や
ベ
ル
ト
ー
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

て
る
か
い
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
に
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
伝
記
を
つ
づ
る
こ
と
も
、
バ
ル
デ
ッ
シ
ュ
や
プ
リ
ウ
の

　
・
「
『
セ
ラ
フ
ィ
ー
タ
』
の
な
か
だ
よ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
に
作
品
形
成
の
過
程
を
跡
づ
け
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
な
い
。
そ
う
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
く
て
、
　
『
人
間
喜
劇
』
を
ノ
…
ト
ル
・
ダ
ム
寺
院
の
よ
う
に
「
完
成
し

　
フ
ェ
リ
シ
ャ
ン
・
マ
ル
ソ
ー
の
『
バ
ル
ザ
ッ
ク
と
そ
の
世
界
』
（
】
九
五
五
）
　
　
た
紀
念
物
」
と
し
て
受
け
と
り
、
そ
の
ま
ん
な
か
に
突
立
つ
て
、
人
物
群
像
や
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ロ

に
そ
う
い
う
問
答
が
あ
る
。
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
文
学
に
く
わ
し
い
小
説
通
の
着
　
　
　
そ
の
社
会
を
検
討
し
て
い
く
の
が
狙
い
で
あ
る
。
し
か
も
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
ロ
　
ー
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ

想
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
こ
の
著
書
は
咋
今
あ
い
つ
い
で
　
　
　
ッ
ト
編
『
人
間
再
劇
の
小
説
人
物
の
伝
記
的
事
典
』
　
（
一
九
五
二
）
の
よ
う
な

出
版
さ
れ
た
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
研
究
書
の
な
か
で
は
異
色
の
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
詳
し
さ
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
う
し
た
事
典
と
は
ち
が
つ
て
登
場
人
物
に
興

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　

　
「
小
説
家
が
時
ど
き
バ
ル
ザ
ッ
ク
に
つ
い
て
語
る
の
も
悪
く
は
あ
る
ま
い
」
　
　
　
味
ぶ
か
い
解
釈
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
世
界
へ
の
楽
し
い
旅
行

と
い
う
言
葉
が
序
章
に
し
る
さ
れ
て
い
る
が
、
マ
ル
ソ
ー
は
い
く
つ
も
小
説
　
　
案
内
書
と
も
な
つ
て
い
る
。
こ
う
し
た
特
徴
に
も
ま
し
て
重
要
な
の
は
、
著
者

を
書
い
て
お
り
、
そ
の
『
カ
ザ
ノ
ヴ
ァ
ま
た
は
ア
ン
チ
・
ド
ン
ー
ー
ジ
ュ
ア
ン
』
　
　
が
個
別
的
に
小
説
を
と
り
あ
げ
な
い
で
、
　
『
人
間
喜
劇
』
を
一
つ
の
統
一
的
な

は
邦
訳
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
小
説
家
で
は
あ
る
が
、
マ
ル
ソ
ー
は
『
人
間
喜
　
　
　
世
界
と
し
て
把
握
し
、
個
々
の
小
説
に
共
通
し
て
現
れ
る
人
物
の
面
で
論
述
を

劇
』
の
み
な
ら
ず
多
く
の
研
究
書
か
ら
も
博
引
傍
証
し
て
い
る
う
え
、
斬
新
な
　
　
く
り
ひ
ろ
げ
て
い
る
点
で
あ
る
。
《
統
一
的
な
世
界
と
し
て
の
人
間
毒
劇
》
と

着
想
を
お
り
ま
ぜ
つ
つ
、
新
し
い
『
人
間
喜
劇
』
論
を
展
開
し
て
い
る
。
原
書
は
　
　
い
う
こ
の
課
題
は
あ
と
で
詳
し
く
述
べ
る
よ
う
に
最
近
日
定
に
あ
が
つ
た
問
題

五
百
頁
に
わ
た
る
大
著
で
あ
り
、
逐
一
要
約
す
る
労
を
さ
け
、
原
著
の
も
つ
二
　
　
点
で
あ
る
。
こ
の
現
代
的
解
釈
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
だ
め
ご
く
簡
単
に
バ
ル

三
の
問
題
に
し
ぼ
つ
て
検
討
し
、
最
近
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
研
究
を
知
る
手
が
か
り
　
　
　
ザ
ッ
ク
研
究
史
を
た
ど
つ
て
お
こ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

に
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
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発
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サ
ン
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了
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〈
°
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．
　
　
ヴ
と
バ
ル
ザ
ッ
ク
』
（
一
九
〇
九
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に
お
け
る
《
人
物
再
現
手
法
》
へ
の
最
初
の
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巳
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注
目
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
最
初
の
着
想
を
発
展
さ
せ
『
人
間
喜
劇
』

　
　
　
お
U
O
）
°
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
体
の
な
か
で
再
現
手
法
を
一
つ
一
つ
調
べ
あ
げ
、
そ
の
基
本
型
を
い
く
つ
か
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窪
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゜
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㊤
ミ
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“
実
証
し
た
の
は
、
エ
セ
ル
・
プ
レ
ス
ト
ン
女
史
で
あ
つ
た
（
一
九
二
六
）
。

　
　
6
　
＞
°
や
吋
団
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ξ
”
《
b
6
9
N
碧
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〈
§
け
審
O
o
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a
8
＝
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目
自
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貯
o
》
　
　
　
　
　
　
な
る
ほ
ど
モ
ー
リ
ヤ
ッ
ク
な
ど
は
、
「
バ
ル
ザ
ッ
ク
が
集
団
の
な
か
に
一
個
　
　
、

　
　
　
（
O
o
ξ
＜
竃
ρ
6
も
。
O
）
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
を
孤
立
さ
せ
て
お
り
」
、
「
彼
の
ど
の
典
型
的
人
物
も
一
つ
の
星
と
ほ
か
の
星

7
§
雛
昌
罪
卜
題
．
黙
鋸
昌
雛
鰭
蕪
隷
噸
雪
昌
，
と
が
言
で
吻
る
よ
美
が
い
に
独
立
し
て
い
る
］
と
し
て
、
伝
統
派
の
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
度
を
保
ち
つ
づ
け
て
い
た
（
『
小
説
家
と
そ
の
作
中
人
物
』
一
九
三
三
）
。
し

　
　
　
　
陶
、
剛
つ
の
回
顧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
四
〇
年
代
に
な
る
と
、
人
々
は
再
現
手
法
の
意
義
を
公
認
す
る
よ
う
に
な

　
『
人
間
喜
劇
』
の
解
釈
に
は
サ
ン
ト
・
ブ
ー
ヴ
以
来
一
つ
の
伝
統
が
あ
つ
　
　
る
。
た
と
え
ば
バ
ル
デ
ッ
シ
ュ
は
初
期
作
品
か
ら
『
ゴ
リ
オ
爺
さ
ん
』
ま
で
の

た
。
そ
れ
は
『
ゴ
リ
オ
爺
さ
ん
』
や
『
従
妹
ベ
ッ
ト
』
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
傑
作
　
　
創
作
過
程
を
一
つ
の
発
展
と
し
て
理
解
し
、
再
現
手
法
が
こ
の
傑
作
で
始
め
て
　
　
1
9

の
み
を
重
視
す
る
態
度
で
あ
る
。
こ
の
伝
統
派
の
見
方
は
古
典
主
義
と
の
つ
な
　
　
意
識
的
に
採
用
さ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
こ
の
手
法
の
も
つ
画
期
的

が
り
に
お
い
て
、
グ
ラ
ン
デ
を
ア
ル
パ
ゴ
ン
に
、
ベ
ッ
ト
を
タ
ル
チ
ュ
フ
に
対
　
　
　
な
意
義
を
定
式
化
し
た
（
一
九
四
七
）
。

応
さ
せ
な
が
ら
、
も
つ
ば
ら
人
物
の
性
格
や
情
熱
を
論
じ
て
き
た
。
最
初
の
バ
　
　
　
「
『
人
間
喜
劇
』
が
存
在
し
は
じ
め
て
か
ら
、
（
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
作
品
に
は
）

ル
ザ
ッ
ク
讃
美
者
、
テ
ー
ヌ
で
す
ら
、
『
人
間
喜
劇
』
を
《
大
型
人
物
》
の
活
　

終
点
が
な
い
。
全
体
の
一
部
分
で
あ
る
お
の
お
の
の
小
説
が
完
結
す
る
と
、
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

躍
す
る
舞
台
と
し
て
受
け
と
め
た
（
一
八
五
八
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物
た
ち
は
ほ
か
の
小
説
に
ふ
た
た
び
現
れ
ほ
か
の
家
や
ほ
か
の
夫
婦
の
ま
わ
り

　
し
か
し
今
世
紀
初
頭
、
ブ
リ
ュ
ヌ
チ
エ
ー
ル
を
先
頭
に
し
て
新
し
い
解
釈
が
　
　
　
で
野
心
と
失
敗
の
バ
レ
ー
が
続
く
。
ル
吻
0
だ
幻
歯
分
替
“
運
動
が
人
間
の
歴

始
ま
る
。
父
性
愛
の
ゴ
リ
オ
や
貧
欲
の
グ
ラ
ン
デ
な
ど
の
情
熱
の
化
身
の
ほ
か
　
　
史
な
の
で
あ
り
、
紅
伽
か
分
分
小
説
愉
る
分
扱
奉
に
引
齢
獅
い
U
（
傍
点
筆
者
）

に
、
も
つ
と
重
要
な
主
人
公
が
い
る
で
は
な
い
か
、
歴
史
と
い
う
主
人
公
が
、
　
　
　
再
現
手
法
に
よ
る
作
品
の
連
関
、
さ
ら
に
は
『
人
間
喜
劇
』
の
全
体
像
の
意
味

と
い
う
解
釈
。
こ
う
し
て
『
入
間
喜
尉
』
の
な
か
に
時
代
相
を
よ
み
こ
み
、
　
　
づ
け
は
、
な
る
ほ
ど
現
代
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
研
究
家
の
共
通
テ
ー
マ
と
な
つ
て
い

小
説
相
互
の
有
機
的
な
連
関
を
さ
ぐ
ろ
う
い
う
積
極
性
が
芽
生
え
た
（
一
九
〇
．
　
る
。
だ
が
そ
の
ば
あ
い
、
バ
ル
ザ
ヅ
ク
を
神
秘
家
な
い
し
は
幻
想
家
と
見
る

六
）
。
こ
の
新
し
い
芽
生
え
に
フ
ァ
ゲ
が
な
お
冷
た
い
態
度
を
と
つ
て
い
た
こ
　
　
か
、
あ
る
い
は
逆
に
写
実
主
義
者
と
見
る
か
に
よ
つ
て
、
全
体
像
の
内
容
は
明

ろ
（
一
九
一
三
）
、
プ
ル
！
ス
ト
は
ブ
リ
ュ
ヌ
チ
エ
ー
ル
と
は
異
つ
た
角
度
か
　
自
に
異
つ
て
く
る
し
、
そ
れ
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
幻
想
家
の
側
面
を
強
調
す
れ



藤
．
樋
ル
博
ク
の
鼻
鰹
ダ
ン
テ
の
神
砦
ど
と
の
比
較
に
潔
美
国
嘉
暑
麓
か
と
い
煮
よ
喧
も
這
奮
蕊
を
も
つ
か
と
い
酋
憺
多

と
地
上
と
を
包
享
宙
論
的
な
ひ
ろ
が
り
を
彗
隊
う
し
、
嫁
実
主
馨
の
　
．
あ
蓬
性
を
与
．
そ
い
濡

響
垂
視
す
港
、
ゼ
フ
ン
ス
＋
九
世
紀
前
半
期
の
客
囎
歴
史
像
と
い
う
．
・
凱
，
」
A
実
物
湧
舞

結
論
が
生
ま
れ
る
の
だ
。
泥
と
え
ば
ガ
エ
・
タ
ン
・
ピ
ユ
ン
の
『
バ
ル
ザ
ッ
グ
』
．
　
，
，
．
－
周
知
の
よ
う
に
『
人
間
喜
甜
』
に
ば
ど
ζ
も
ど
こ
ろ
人
物
名
の
羅
列
が
あ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
コ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ロ
お

　
（
一
九
五
六
Y
は
前
者
砂
見
方
を
、
プ
ラ
ダ
レ
エ
の
嚇
歴
使
塚
バ
．
ル
ザ
ッ
ク
』
．
　
　
る
一
ご
れ
も
肩
現
手
法
φ
一
手
段
で
あ
つ
で
．
，
例
を
あ
げ
れ
ば
菊
殉
デ
ィ
ニ
ヤ

～
一

繻
ﾜ
五
）
は
後
者
の
立
賜
を
そ
れ
ぞ
れ
代
表
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
乙
う
　
　
　
溜
公
爵
夫
汰
の
秘
密
凸
の
な
か
、
夫
汰
の
激
牽
あ
げ
る
恋
人
た
，
ち
の
各
前
ふ

∵
し
た
最
近
の
動
向
の
な
が
で
、
、
マ
ル
ソ
ー
の
『
バ
ル
サ
ッ
ク
論
』
（
一
九
五
五
）
　
　
『
浮
か
れ
女
の
盛
衰
記
』
の
な
か
、
，
挽
ざ
ん
禽
の
出
席
者
の
名
前
の
羅
列
凸
な

ば
嘉
ら
ぢ
，
の
立
場
を
と
も
に
を
ず
、
あ
≦
ぞ
『
人
開
喜
劇
』
の
世
界
忠
が
あ
る
し
、
・
そ
れ
以
外
讐
て
　
し
蘇
例
は
多
い
。
具
矯
な
例
を
冒

．
の
奮
溌
物
が
ど
の
ぎ
藩
躍
レ
、
馨
集
散
す
る
か
を
問
題
に
し
て
い
　
と
う
畜
か
ら
あ
げ
よ
先
，
主
奏
の
青
年
貴
鯵
イ
4
．
ル
ニ
ヤ
ン
蛮

蓬
の
で
あ
ゐ
。
・
．
人
．
臨
論
的
に
欲
軌
、
辱
む
し
ろ
小
説
抜
法
論
的
に
。
私
は
以
下
に
　
　
　
渡
の
社
交
界
に
は
じ
め
て
姿
を
蝿
滑
．
る
く
認
ぬ
ー
¶
　
㌦
㌧
。
　
．
．
，
㌔
．

々
呪
ノ
占
し
の
二
つ
の
視
点
⊥
《
入
物
の
再
現
》
と
《
集
団
の
描
写
》
1
　
を
　
　
　
　
・
9
「
ヴ
．
エ
ル
ヌ
洋
窓
，
昏
ル
ガ
図
概
、
「
伽
ソ
ン
・
ク
ユ
城
＾
説
阻
噴
り
噂
r
∵
咳

忠
に
バ
ル
ぢ
ク
慨
究
の
動
向
を
さ
ぐ
り
た
炉
。
　
ヒ
　
　
，
　
珍
ア
一
フ
ソ
、
，
．
グ
診
り
了
、
．
・
｛
プ
リ
ヌ
麦
な
ぎ
、
乙
甲
莞
力
、
デ
▽
ア

．
註
ユ
　
°
讐
癖
叫
鑓
㍉
醤
昌
．
ゑ
．
嘱
守
溜
仁
ぐ
。
》
．
（
。
恐
巨
”
満
　
∵
窟
駕
髪
舘
ジ
務
鎌
蛎
黙
醜
甦
躯
紅
劒
舗
縷
ゆ
⑳

　
　
Q
国
樽
浮
；
。
、
含
・
《
幻
。
。
浮
弩
α
討
。
μ
．
⊆
奨
。
。
げ
燭
坤
ρ
⊆
傷
伍
⑦
頃
ゆ
一
N
”
6
憧
　
じ
曲

　
　
・
．
（
湘
．
。
，
。
・
。
ぎ
輪
陣
一
・
．
」
Ψ
滋
①
）
．
」
－
・
　
．
，
・
　
社
交
界
の
名
士
奮
の
羅
列
8
晃
讐
劇
』
の
世
界
に
入
り
か
け
た
ば
か

∵
磯ﾙ
撫
譜
幣
讐
転
慧
ー
彰
黙
黙
饗
建
．
脇
輸
蕪
購
難
脇
縫

　
　

F
，
l
匙
冨
．
∵
《
寒
§
二
巳
・
臨
⑫
・
（
m
・
「
ζ
蚤
．
も
れ
蘇
ゑ
ど
萎
冗
つ
て
繋
が
饗
与
必
然
嘗
納
懲
寒
つ
隔
．
・

　
　

ﾐ
。
8
餐
鼠
基
《
窒
N
鳶
，
げ
餐
゜
母
奄
量
ま
期
）
　
謬
み
が
壊
て
蓄
．
，
マ
㌻
濾
右
の
，
引
用
管
所
を
う
解
税
し
て
い

　
　
@
　

、
す
で
魯
黛
彪
よ
詫
、
あ
る
人
物
啄
の
雲
呈
妥
ザ
か
け
別
湧
携
写
◎
で
装
蚤
瑠
イ
ヱ
ジ
。
が
翼
蓄
が
る
か
ら
属

゜
の
環
麺
の
つ
馨
り
を
与
奮
鏡
手
怯
の
お
か
げ
で
、
雨
倉
爵
畳
天
壱
て
の
葺
享
．
窪
ヤ
ツ
璽
固
塵
装
器
堅
風
さ
が
謬

三
次
元
魁
豪
墓
も
つ
ま
髪
詫
．
　
影
ソ
癒
毒
手
馨
な
ぜ
・
逢
号
し
夷
物
各
の
羅
列
量
に
《
窺
手
法
》
の
『
つ
の
手
段
で
ぎ



ど
と
ど
春
な
い
。
蓼
後
で
糞
ゐ
傘
駿
導
芝
莫
姦
働
用
　
婁
隅
暴
レ
ラ
争
ニ
ャ
凸
・
姦
暴
、
『
悉
チ
ン
ゲ
ン
商
書
嘉
づ

誌
携
創
書
慕
魯
詠
碁
寮
誉
撫
讐
㌦
，
黙
撫
難
纈
物
と
し
康
講

　
　
」
O
°
§
碁
哨
畿
州
）
愚
い
Q
。
°
　
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ル
ノ
：
は
人
物
が
こ
の
ト
μ
う
に
、
あ
る
小
説
か
ら
他
の
小
説
～
移
ヴ
変
．

　
◎
．
《
鋤
・
。
．
個
‘
竜
・
。
曲
榊
・
蔦
髄
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
、
再
現
の
《
書
V
に
バ
ル
ザ
。
ク
の
時
聞
が
あ
る
、
乏
い
・
り
。
，
・
「
わ
む

　
隊
゜
、
再
現
の
頻
壌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
ち
は
知
人
の
あ
と
を
毎
日
毎
日
た
ど
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
，
彼
・
％
鳳
欄
脅

菅
鋸
蒲
萄
鰻
鮪
凝
癬
殆
　
軽
曝
蕩
幅
，
禰
聡
蠣
幾
照
籔
舗
魑
奴
醜
訪
ゆ
濾
畔

、
磐
は
窒
書
じ
岩
窺
れ
、
ご
＋
高
と
い
う
量
翻
録
藷
つ
て
い
　
．
『
人
聞
喜
劇
で
は
虎
な
論
も
死
神
黛
力
れ
な
い
か
翌
髄
．
鏡
¢

る
。
有
各
な
ラ
ス
チ
ニ
ャ
ツ
ク
も
再
現
頻
度
は
高
い
。
こ
の
よ
う
な
、
主
人
公
　
　
　
資
格
が
あ
る
。
し
か
も
死
亡
ど
な
ら
ん
で
噺
ル
い
人
物
の
誕
生
。
一
晃
間
喜
劇
』
°

の
馨
聴
レ
藩
劣
蘂
人
物
膝
外
す
る
と
し
て
h
っ
ね
箭
人
黎
臆
こ
の
窺
手
法
を
謹
て
黍
瀦
か
書
い
る
．
時
問
の
籍
窺
定
し

が
再
現
率
は
高
父
惣
讐
染
意
業
あ
る
だ
ろ
デ
か
。
、
〉
凸
て
い
≦
フ
え
で
は
、
お
そ
象
プ
d
レ
の
実
間
の
時
間
酋
が
参
考
に
馨

医
学
生
が
藷
医
儀
で
盟
す
る
ビ
ア
シ
シ
．
．
，
ン
整
＋
四
回
、
マ
’
ル
セ
　
う
◇
デ
カ
雫
ル
備
な
時
閻
で
も
、
’
べ
歩
ツ
ン
的
な
時
間
で
も
な
喰
ル
ザ
訊
．
舞

」
の
腹
心
ロ
ン
グ
η
ギ
ル
侯
歯
は
十
八
回
、
顔
存
出
す
が
二
人
と
も
つ
ね
に
脇
　
　
ク
の
時
間
は
、
未
来
に
無
限
の
ひ
ろ
が
り
を
も
つ
同
質
的
な
持
続
だ
と
い
う
の
、

げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
し
　
　
　
　
　
し
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ヨ

殺
で
し
囎
い
翌
か
セ
あ
ま
り
よ
養
場
す
6
の
で
．
い
涙
お
も
し
が
　
ガ
プ
⊥
レ
の
暑
で
あ
る
．
．
ル
か
し
そ
の
床
悉
い
か
な
る
も
象
。
嬰
堵
，

そ
な
わ
ゑ
嬉
が
？
、
と
い
毒
釈
は
お
も
し
漁
．
・
．
°
，
、
，
．
が
。
，
人
噸
の
前
途
の
漿
懸
翁
か
、
膏
ρ
藷
耀
套
残
っ
蕊
掩
．

°
浸
の
ぼ
か
、
法
律
塚
心
狸
築
家
臓
ど
の
亮
ぐ
い
も
職
業
柄
さ
ま
ぎ
嵐
の
家
庭
凸
　
　
．
・
註
1
，
「
属
鍵
。
＄
～
o
や
9
～
ヤ
鐸
．
　
：
　
　
　
　
　
　
，
，
　
・
愚
・
，
．

’
ナﾈ
わ
ち
色
々
の
小
説
゜
に
呼
出
レ
が
が
か
る
。
こ
う
し
売
お
な
じ
み
切
人
物
は
　
　
　
．
　
2
　
0
8
お
甥
℃
o
巳
゜
ご
《
国
昆
。
ω
・
・
ξ
貯
．
目
昏
甥
ど
据
言
》
（
匹
9
”

．
き
射
に
新
し
か
入
物
の
登
塀
起
際
し
て
、
・
そ
の
人
物
に
現
実
憾
を
与
え
る
役
割
　
　
　
苧
、
，
．
・
一
り
紹
）
目
‘
一
一
．
駆
嵩
S
や
一
c
。
①
－
一
◎
。
c
。
°

黙
し
て
い
駄
な
㌢
ひ
の
馴
人
が
新
入
に
ハ
ウ
層
つ
”
る
と
翌
つ
量
②
汎
」
養
団
の
璋

と
．
嶺
羨
と
篤
　
　

凸
凸
㌧
隔
　
じ
　
．
ポ
ん
．
ぞ
フ
の
『
バ
ル
ザ
。
ク
蔀
（
ム
八
九
三
）
以
果
裾
欝
樫
．

湯
ス
重
ヤ
・
審
年
が
パ
み
禦
見
お
急
て
需
誘
藷
と
決
闇
の
人
物
審
類
す
譲
み
竺
三
お
こ
な
わ
れ
て
裏
。
そ
の
霧
譲
、
山

だ
L
と
宴
・
す
ゑ
だ
り
砦
名
で
象
ゆ
豪
．
芽
爺
さ
越
の
毒
毒
青
瑛
．
②
裟
、
繭
歪
な
女
届
発
ち
な
潔
．
霧
饗
人
物
、
・
碕
蕎

阿
葱
読
む
人
ば
証
で
も
、
，
と
の
青
年
の
霧
来
鞍
懲
像
し
τ
み
霞
く
な
る
に
ち
が
　
　
　
家
、
働
町
入
生
活
、
㌦
⑲
地
方
生
循
、
’
⑧
佃
園
轟
括
、
噛
乏
い
つ
だ
ふ
め
《
な
る
ψ



た
し
か
に
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
を
匿
視
的
に
論
じ
る
た
め
に
は
、
ク
ル
チ
ュ
ゥ
ス
の
　
　
　
孤
独
の
拒
否
、
そ
し
て
集
団
の
形
成
。
こ
の
見
方
は
き
わ
め
て
正
し
い
。

よ
う
に
《
魔
術
》
と
か
《
情
熱
》
と
か
の
思
想
的
命
題
に
小
分
け
し
て
い
く
　
　
　
　
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
人
物
は
多
少
と
も
何
ら
か
の
集
団
内
の
入
間
で
あ
り
、
集
団

か
、
あ
る
い
は
フ
ラ
の
よ
う
に
分
析
の
角
度
に
応
じ
て
人
物
を
色
分
け
す
る
の
　
　
　
の
角
度
か
ら
『
人
間
喜
劇
』
の
す
じ
の
運
び
を
調
査
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

が
便
利
で
あ
ろ
う
。
　
マ
ル
ソ
ー
は
一
応
こ
れ
ら
を
併
用
し
て
、
第
一
部
を
人
　
　
　
る
。
そ
し
て
孤
高
で
は
な
い
に
し
て
も
孤
独
す
ら
保
ち
得
ず
、
集
団
を
形
成
す

物
論
、
第
二
部
を
主
題
論
に
大
別
し
て
い
る
が
、
そ
の
著
書
は
一
貫
し
て
人
　
　
　
る
点
に
現
代
人
の
一
特
色
が
あ
る
と
す
れ
ば
．
人
間
関
係
の
問
題
は
検
討
に
値

物
論
の
色
彩
が
こ
い
。
た
と
え
ば
法
律
家
な
ど
は
第
二
部
二
十
章
「
裁
判
と
　
　
い
す
る
、
と
い
え
る
の
だ
。

警
察
」
で
、
高
利
貸
な
ど
は
二
十
二
章
「
金
斐
」
で
論
じ
て
お
り
、
通
読
し
て
　
　
　
註
1
　
ζ
碧
8
碧
も
℃
°
鼻
゜
り
℃
」
①
り

み
て
、
著
者
の
意
図
は
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
観
念
的
部
分
の
探
究
に
あ
る
の
で
は
な
　
　
　
　
2
　
坤
甑
儀
・
℃
』
謹
・

く
、
小
説
人
物
の
浮
き
ば
り
に
あ
る
の
が
、
は
つ
き
り
分
る
。
し
か
し
な
が
ら
　
　
　
　
『
コ
ブ
セ
ッ
ク
』
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
・

小
説
人
物
論
を
展
開
し
て
い
く
点
で
、
一
見
フ
ラ
の
試
み
た
よ
う
な
人
物
の
分
　
　
　
　
「
金
は
現
代
社
会
の
活
力
な
ん
だ
よ
。
わ
し
ら
〔
高
利
貸
た
ち
〕
は
同
じ
利

類
を
お
こ
な
つ
て
は
い
る
が
、
マ
ル
ソ
ー
は
分
類
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
分
類
　
　
　
　
害
で
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
・
週
に
何
回
か
き
ま
つ
た
日
に
・
ポ
ン
゜
ヌ

さ
れ
た
人
物
の
関
連
、
従
つ
て
集
団
の
問
題
を
力
説
し
て
い
る
。
こ
の
点
が
新
　
　
　
　
　
フ
の
カ
フ
エ
゜
テ
ミ
ス
に
集
ま
る
。
そ
こ
で
金
融
界
の
い
ろ
ん
な
秘
密
を

し
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
．
・
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ば
き
あ
う
。
（
…
…
）
わ
し
ら
の
一
人
が
司
法
界
を
見
張
つ
て
い
れ
ば
他
　
　
2
2

　
註
－
　
団
国
ζ
一
コ
9
π
《
国
゜
。
°
。
鉱
゜
。
ω
ξ
切
巴
N
8
》
（
コ
。
昌
．
一
〇
。
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
の
一
人
は
財
界
を
見
張
る
。
ま
た
一
人
は
官
界
を
、
他
の
一
人
は
実
業
界

　
　
2
甲
閑
』
‘
吋
鉱
¢
・
．
・
食
9
一
N
9
。
》
（
O
冨
ω
゜
。
①
計
お
も
。
q
。
）
　
・
　
　
を
見
張
る
ん
だ
劃
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
「
『
人
間
喜
劇
』
で
は
孤
独
者
は
数
ま
れ
で
あ
る
」
と
い
う
主
張
が
、
こ
の
　
　
　
　
こ
れ
は
一
つ
の
特
定
集
団
の
む
す
び
つ
き
、
そ
の
な
か
で
の
各
個
人
の
役
割

韮
、
書
の
ラ
イ
ト
・
モ
チ
フ
で
あ
る
。
　
『
Z
・
マ
ル
カ
ス
』
や
『
A
・
サ
ヴ
ァ
リ
　
　
を
簡
単
に
し
か
し
正
確
に
表
現
し
た
こ
と
ば
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
も
集
団
の

ユ
ー
ス
』
の
よ
う
な
青
年
は
孤
独
で
あ
る
が
ゆ
え
に
．
『
人
間
喜
劇
』
で
は
成
功
　
　
多
く
の
型
が
あ
る
。
マ
ル
ソ
ー
に
依
つ
て
そ
の
分
類
の
こ
こ
ろ
み
を
あ
げ
て
お

し
な
い
し
、
冷
遇
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
彼
ら
は
再
現
し
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
く
。
　
（
カ
ッ
コ
内
は
そ
の
一
例
で
あ
る
）

　
「
バ
ル
ザ
ッ
ク
に
と
つ
て
」
と
マ
ル
ソ
ー
は
述
べ
て
い
る
、
「
人
間
は
他
人
　
　
　
　
a
恋
愛
－
結
婚
型

と
の
つ
な
が
り
に
お
い
て
の
み
存
在
す
る
社
会
的
動
物
で
あ
る
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
　
　
　
　
　
（
『
ゴ
リ
オ
』
の
デ
ル
フ
ィ
ー
ヌ
と
ラ
ス
チ
ニ
ヤ
ッ
ク
）

の
主
人
公
は
自
分
を
越
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
他
人
を
し
の
ご
う
と
努
め
る
。
　
　
　
b
友
情
型

そ
の
人
物
は
社
会
の
な
か
に
入
り
こ
み
、
社
会
の
な
か
に
自
分
の
目
的
や
武
器
　
　
　
　
　
（
『
幻
滅
』
の
リ
ュ
シ
諏
、
ン
と
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
の
場
合
、
　
『
従
妹
ベ
ッ
ト
』

や
勝
利
を
も
と
め
て
い
る
。
人
物
は
決
し
て
独
り
で
は
な
い
。
孤
独
を
望
め
ば
　
　
　
　
　
の
ヴ
ゆ
・
レ
リ
ー
と
ベ
ッ
ト
の
場
合
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
コ

敗
北
す
る
こ
と
に
な
る
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
c
陰
謀
型
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、



　
　
盗
み
（
ヴ
ォ
ト
ラ
ン
の
グ
ル
ー
プ
ー
『
浮
か
れ
女
の
盛
衰
記
』
）
　
　
　
－
　
「
彼
ら
の
離
合
集
散
が
大
き
い
金
銭
の
組
織
と
な
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

　
　
享
楽
（
『
十
三
人
組
』
）
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
前
述
の
分
類
、
C
の
《
陰
謀
》
の
例
が
多
か
つ
た
よ
う
に
、
集
団
の
組
織
は
、

　
　
利
益
（
高
利
貸
た
ち
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
社
会
表
現
と
直
接
に
つ
な
が
る
点
に
注
意
し
た
い
。
例
え
ば
、

　
　
野
心
（
マ
ル
セ
ー
の
グ
ル
…
プ
i
『
結
婚
契
約
』
）
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
『
セ
ザ
ー
ル
・
ビ
ロ
ト
オ
』
第
二
部
の
背
景
に
は
、
銀
行
家
グ
ル
ー
プ
と
手
形

　
　
慈
善
（
『
現
代
史
の
裏
面
』
な
ど
の
信
者
グ
ル
ー
プ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
割
引
業
者
グ
ル
ー
プ
の
密
接
な
共
同
戦
線
が
ひ
そ
ん
で
い
る
。
ま
た
さ
ら
に
、

　
d
家
族
型
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
律
家
と
高
利
貸
、
法
律
家
と
商
業
ブ
ル
ジ
．
ア
の
そ
れ
ぞ
れ
の
利
害
の
き
つ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
全
家
族
（
『
ベ
ア
ト
リ
ッ
ク
ス
』
の
ゲ
ニ
ッ
ク
家
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
も
『
ゴ
ブ
セ
ッ
ク
』
や
、
　
『
幻
滅
』
に
見
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
、

　
　
親
と
子
（
『
泥
か
き
女
』
の
ブ
リ
ド
ー
母
子
）
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
こ
う
し
て
《
集
団
の
表
現
》
と
い
う
課
題
は
『
人
間
喜
劇
』
の
し
く
み
を
考
　
　
　
　
門

　
e
悪
魔
型
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
．
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
え
る
う
え
で
の
第
二
の
支
柱
に
な
る
、
と
私
は
い
い
た
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
『
あ
ら
皮
』
の
ラ
フ
・
・
エ
ル
）
　
　
　
　
　
、
　
　
　
註
」
ピ
四
。
。
B
婁
。
国
ロ
日
騨
一
鵠
。
・
《
O
。
び
・
。
。
。
犀
》
（
貫
。
。
昌
p
a
』
・
＜
・
）

　
集
団
の
基
本
的
な
型
の
き
め
方
に
は
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。
た
　
　
　
　
　
℃
．
。
。
O
。
。
1
9

厩
襲
毅
熱
雛
聾
識
務
礫
礁
繊
柵
錨
鷲
語
拷
櫨
　
　
”
闘
．
舗
麩
叢
麗
鉢
、
《
越
・
　
夢
・
・
穿
α
・
8
蔓
伽
き
マ
幻

室
』
の
な
か
・
果
畏
族
の
時
代
錯
聲
『
セ
ザ
を
・
ぎ
の
な
か
ブ
ル
　
鶴
．
戴
鰭
留
罷
、
影
鋸
。
聾
蕪
蘇
難
齢

ジ
．
ア
層
の
内
部
分
裂
と
結
合
も
、
と
も
に
正
し
く
値
ぶ
み
で
き
な
く
な
る
。
　
　
　
．
　
　
O
°
び
ω
゜
°
貫
2
8
お
℃
冨
ω
冨
9
寡
G
。
9
日
碧
゜
昌
”
寡
Q
6
ぴ
◎
曽
8
～

ま
た
集
団
相
互
の
関
．
係
の
複
雑
さ
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
集
　
　
寡
雷
げ
゜
ご
℃
爵
゜
善
”
貿
窪
。
ζ
。
邑
？
コ
象
”
8
3
こ
。

団
間
の
依
存
の
問
題
。
な
る
ほ
ど
マ
ル
ソ
ー
は
『
プ
チ
．
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
』
の
一
　
　
　
　
　
冴
゜
。
ξ
゜
°
（
…
…
）
8
0
°
『
凶
N
2
▽
（
℃
°
這
o
。
ム
悼
り
）

　
リ
リ節
か
ら
ヒ
ン
ト
を
え
て
、
金
融
界
の
な
か
の
集
団
を
い
く
つ
か
あ
げ
、
さ
ら
に

そ
の
序
列
を
つ
け
て
い
る
・
銀
豪
グ
ル
ー
プ
（
ケ
ラ
克
弟
や
ヌ
、
・
チ
ン
ゲ
　
　
　
　
む
　
す
　
び

ン
）
を
頂
点
に
、
一
段
下
つ
て
手
形
割
引
業
者
（
パ
ル
マ
や
ジ
コ
ネ
や
ゴ
ブ
セ
　
　
　
　
一
九
五
〇
年
か
ら
五
七
年
に
い
た
る
《
国
⑦
〈
器
ら
ぼ
ω
け
9
器
一
ぽ
恥
p
帥
器
守
9
け
・
°

ッ
ク
）
、
さ
ら
に
下
つ
て
質
屡
グ
ル
ー
プ
（
サ
マ
ノ
ン
や
バ
ル
ベ
）
、
一
番
下
　
　
　
紹
蓉
》
誌
所
載
の
著
作
目
録
を
し
ら
べ
る
と
、
最
近
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
研
究
も
　
　
．
　
L

に
貧
民
街
の
高
利
貸
（
セ
リ
ゼ
）
が
い
る
、
・
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
正
し
い
、
　
　
　
テ
ー
マ
が
小
さ
く
な
る
傾
向
が
強
い
。
特
殊
な
小
テ
ー
マ
も
け
つ
こ
う
で
あ
る

と
は
思
う
が
、
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
、
こ
う
し
た
集
団
相
互
、
の
関
連
を
私
は
重
　
　
　
が
、
そ
の
一
方
た
え
ず
大
き
な
テ
ー
マ
を
念
頭
に
お
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

視
し
た
い
ゆ
こ
う
し
た
金
融
ブ
ル
ジ
¶
ア
は
、
あ
る
時
は
お
互
い
の
は
ら
の
う
　
　
　
た
と
え
ば
マ
ル
ソ
ー
の
著
述
の
よ
う
に
。
そ
し
て
上
述
し
た
よ
う
に
大
き
な
視

ち
を
さ
ぐ
り
、
あ
る
時
は
資
金
を
調
達
し
あ
つ
て
い
た
。
　
『
人
間
喜
劇
』
で
は
　
　
野
か
ら
『
人
間
喜
劇
』
を
総
体
的
に
と
ら
え
な
お
す
こ
と
に
現
代
の
バ
ル
ザ
ッ



斎
鴛
秀
向
蓄
逡
れ
る
享
盤
、
奏
惚
轟
悪
《
集
溜
世
紀
の
奇
小
携
世
暑
の
比
驚
討
が
ひ
謝
て
潔
菟
き
℃
褐

導
薯
は
姿
べ
ゆ
魯
身
析
視
角
に
な
る
之
思
ケ
。
“
．
，
、
・
．
、
°
　
こ
の
課
題
奮
陰
い
恩
青
，
同
時
に
窟
ザ
婆
を
現
代
毒
私
殉

「
、

w
倫
嵐
鞍
、
‘
．
い
藩
薫
篇
小
説
星
A
早
も
な
く
、
長
策
激
よ
ち
馨
か
ら
再
発
見
レ
で
い
ぐ
を
に
衡
亀
あ
ゑ

「
ぜ
お
つ
ぬ
で
隼
ら
な
い
。
ざ
ま
ざ
ま
の
作
品
を
っ
な
ぐ
と
い
う
意
識
的
連
作
な
　
　
・
°
註
1
］
≦
碧
8
①
～
o
や
o
瓜
゜
評
ワ
慧

切
で
鷹
。
バ
峯
。
ク
の
世
界
し
G
は
禦
と
い
う
．
こ
の
聞
題
に
竺
筋
ナ
、
，
，
．
魂
燗
”
・
号
。
廿
⑦
・
曾
。
一
ρ
乞
・
．
割
．

サ
轄
い
総
困
讐
が
ひ
そ
ん
で
い
る
粧
氾
ラ
レ
だ
困
難
、
d
に
い
ど
ん
だ

＝
，
つ
の
労
作
が
げ
マ
ル
跡
ト
の
著
作
と
い
え
ゐ
充
乃
隔
船
だ
が
難
を
い
え
ば
℃

期
ゾ
r
は
こ
め
課
題
に
明
確
な
結
論
を
く
だ
b
て
ぱ
い
な
い
。
プ
ラ
ダ
リ
エ
や
・

返
ル
一
匹
ウ
々
、
の
提
出
ヤ
て
い
胤
積
極
鰹
な
結
論
を
知
つ
て
い
る
も
の
に
は
、

島
、
こ
に
マ
ル
ソ
ー
の
弱
み
へ
小
説
家
砂
好
み
が
論
理
の
展
開
に
優
先
し
て
い
る

羨
ポ
な
傾
晦
を
認
め
ぎ
る
を
え
な
い
。
た
と
え
ば
彼
は
『
神
秘
の
書
』
な
ど
の

パ
ル
冴
ッ
㍗
に
粛
の
る
幻
想
家
葡
側
面
翼
は
ま
つ
た
く
興
味
が
な
い
と
し
で
、
、

．
す
葱
墓
笈
レ
て
い
誉
の
で
あ
ゑ
私
は
あ
幻
想
家
の
側
面
が
『
人
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
2
4

窟
鯉
象
奪
ど
ん
な
役
割
慮
た
し
て
い
る
か
震
外
視
で
き
な
い
と
考

え
る
。
一
で
の
側
面
は
バ
ル
ザ
ッ
ク
に
お
け
る
消
極
的
な
部
分
で
あ
る
の
か
、
ど
、

鋭
づ
か
、
．
消
極
的
で
価
値
の
な
い
部
分
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
点
は
積
極
的
な

「
備
値
と
認
め
ら
れ
を
、
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
」
，
の
総
休
的
表
現
と
ど
う
い
う
関

係
裟
あ
る
の
か
。
．
興
妹
め
あ
る
こ
の
問
題
に
深
く
吹
ち
い
る
余
裕
が
な
い
の

で
h
’
こ
ご
・
で
は
バ
ル
デ
ッ
シ
ュ
の
テ
ー
ゼ
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
　
－

、
°
・
「
バ
ル
ザ
ッ
　
．
ク
の
思
想
に
は
、
’
存
在
め
ご
重
の
体
系
、
二
重
の
階
層
秩
序
が

あ
凸
る
コ
．
・
ジ
召
フ
ロ
ワ
・
ザ
．
ン
弘
チ
レ
・
ル
が
ス
エ
q
デ
ン
ボ
ル
グ
に
結
び
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ
　
　
コ
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

一
い
％
。
・
社
会
の
博
物
誌
に
霊
魂
の
博
物
誌
が
重
な
・
つ
あ
つ
て
い
る
」
・
　
　
　
．
、

，
塚
ご
弘
し
た
定
式
や
、
・
マ
ル
ソ
ー
の
刺
戟
的
な
集
団
論
を
参
照
し
な
が
ら
亀
『
人

欄
喜
劇
』
の
世
界
の
構
蓼
蜜
ら
か
誓
房
撤
、
私
窓
の
仕
響
像

羨
レ
い
．
．
そ
の
さ
き
に
は
嫡
ル
ド
ゴ
ジ
ザ
．
ぎ
ッ
汐
」
躯
』
の
世
界
、
お
な
び
二
十
・


